
令和７年度（地域間幹線系統）補助系統別事業評価票について 
 

１ 事業評価票について 

  あいあいバス北部循環コースは、地域間幹線系統（複数市町村を跨る広域的なバス路線であり、

かつ、一定の基準を満たす路線）として、国の地域公共交通確保維持改善事業費補助金の交付を受

けている。 

  この度、令和７年度の事業評価票を作成し、愛知県公共交通協議会に提出。その後、国による第

三者評価委員会（中部５県のバス路線の評価を行う会議）を受けた内容について報告するもの。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 主な内容（資料５―２、５－３より抜粋） 

 (1) 利用実績について 

  ア 目標・効果達成状況 

    年間利用者数の目標62,800人に対し72,873人の利用があり、目標を達成した。 

  イ 複数市町村を跨ぐ系統としての役割 

    市町村を跨ぐ利用者数は月に1,775人と推定され、主に東海市にある公立西知多総合病院と

阿久比町にあるカネスエ阿久比店の利用が多いと考えられる。 

 (2) 取組状況について 

・利用者がバスロケーションシステムを手軽に使い始められるようバス停にバスロケアクセス用

ＱＲコードを掲載した。 

・利用促進のため、市のイベントに合わせて市広報誌等により公共交通の利用を周知した。 

 (3) 今後の課題及び取組 

   利用者数は増加傾向にあり、目標値を達成したが、有料利用者は全体の約40％に留まっている。

バスロケーションシステムのＰＲと、乗降客カウントシステムを活用した利用実態の把握を行う

ほか、学生や社会人に向けた利用促進に努める。 

資料５－１ 

● 地域間幹線系統のイメージ 

知多市 

東海市 

阿久比町 

複数市町をまたがる 

広域的なバス路線 

２ 提出資料について 

  下水道工事に伴う交通規制により一部期間の運行 

経路を変更したため、(1)(2)のとおり提出した。 

 (1) 通常ルート期間：資料５－２ 

   令和６年 10月１日から令和７年６月２日まで 

 (2) 迂回ルート期間：資料５－３ 

   令和７年６月３日から令和７年９月 30日まで 






